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＜石田＞	
 定刻となりましたので、ただいまから平成23年度第1回柏原市文化財保護審

議会を開催いたします。いつも 1 回目は暑い時、2 回目は寒い時の会議でありまし

て、今日も暦の上では立秋のはずですが、非常に暑い中、先生方にはご足労おかけ

いたしまして申し訳ございません。本日もご出席賜りまして誠に有難うございます。

今日も司会は石田がさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。審議

会の開会に当たりまして生涯学習部部長岡本から一言ご挨拶申し上げます。	
 

＜岡本部長＞	
 司会からありましたように大変暑い、酷暑の中で今日はお集まりいただ

きまして有難うございます。日頃は柏原市の文化財行政に対しまして過大なるご尽

力いただきまして有難うございます。今年の夏は柏原は熱くなっているという状況

でございます。東大阪大学柏原高校が甲子園に出まして昨日1回戦を勝って、土曜

日に2回戦と柏原市内は熱く燃えているところであります。応援も宜しくお願いい

たします。本日は案件として諮問をさせていただいて、ご協議いただいてご決定い

ただくということでございます。その他の案件でこの間の鳥坂寺の状況も変わって

おります。文化財指定に向けて調書も出しておりましてその報告も含めてさせてい

ただくということで、忌憚のないご意見を頂戴して、諮問に対して答申をいただく

ということでよろしくお願いいたします。本日はご苦労様でございます。	
 

＜石田＞	
 前回の審議会にも申しましたように昨年度末で審議会委員の任期が納まりま



した。4 月 1 日以降の審議会を運営するにあたって、引き続きまして委嘱をお願い

したところでございまして、委嘱状もすでに郵送でお届けしております。委嘱状の

交付式ではないんですけれどあらためて先生方をご紹介させていただきます。堺女

子短期大学名誉学長名誉教授であります塚口義信先生。本日ご欠席ですけれど元天

理大学教授、置田雅昭先生。大阪教育大学教授、綿貫友子先生。京都大学人文科学

研究所准教授、岩城卓二先生。関西大学准教授、橋寺知子先生。関西大学教授、長

谷洋一先生。今日は体調をお崩しとのことですが滋賀県立大学准教授、市川秀之先

生。これから2年間どうぞ宜しくお願いいたします。これから先の議事進行につき

ましては施行規則第26条第1項の規定によりまして審議会の会長が議長となるとな

っております。まだこの時点で議長は決まっておりませんで、どうしようかと思っ

ておりますが、これにつきましても引き続き会長につきましては塚口先生、副会長

は置田先生にこれから2年引き続いてお世話いただこうと思います。先生方よろし

いでしょうか。議事進行につきましては塚口会長さまにお願いいたしたく存じます。

それと本日の会議の会議録署名人の選任をさせていただきます。僭越ではございま

すが橋寺先生と綿貫先生にお願いいたします。なお本日の会議は審議会委員5名の

先生方にご出席いただいております。あいにく置田先生並びに市川先生につきまし

ては申しましたようにご体調を崩しておられますので本日はご欠席ですが、柏原市

文化財保護条例施行規則第26条第2項の規定により本会は成立しておりますことご

報告いたします。前後になりますがお手元の資料に添付しておりますが、平成 23

年4月1日付で事務局の人事異動がありました。それをまず会議に先立ちましてご

紹介させていただきます。議案書の3枚目に事務局の人事異動についてお示しして

おります。名前の下に線を入れております4名の者について人事異動がありまして

ご紹介しておきます。まず参事兼課長補佐として桑野一幸。主幹兼歴史資料館館長

として安村。事務系の担当職員として山川が歴史資料館、文化財課に参りました。

この席にはおりませんけど入ってこられた2階の事務室におります。嘱託として吉

田美智子。それぞれがこの4月1日付の人事異動で昇格また異動しております。ど

うぞ宜しくお願いいたします。それでは塚口会長さま、議事進行をよろしくお願い

いたします。	
 

＜塚口＞	
 柏原市所在文化財の諮問ということで、教育委員会から諮問書を頂戴できま

すでしょうか。	
 

＜岡本＞	
 （諮問書読み上げ）柏原市文化財保護審議会会長殿。柏原市教育委員会。市

指定文化財の諮問について。柏原市文化財保護条例第6条第3項の規定に基づき安

福寺所蔵夾紵棺を有形文化財として市指定文化財に指定することを諮問いたしま

す。名称、安福寺所蔵夾紵棺。所有者、浄土宗安福寺代表役員大崎信宥。所在地、

柏原市玉手町7番21号。員数等、夾紵棺片1点。それと2点目でございます。名



称、中家文書。所有者、中九兵衛。所在地、柏原市高井田1598 番 1号。員数等、

文書900点。以上でございます。よろしくお願いいたします。	
 

＜塚口＞	
 それでは議案第1号の市指定文化財の諮問について。次のページをめくって

いただきますと安福寺所蔵夾紵棺について。この安福寺所蔵の夾紵棺につきまして

は前回とそのもう一つ前の会でも非常に私ども詳しく審議いたしました。館長をし

ておられる安村さん、委員の置田先生を中心に非常に詳しく検討したわけでして、

もうすでにその時に委員全員一致でこれは市の文化財に指定しなければならない、

とこう決まっておったかと思います。しかしその点改めてご確認をしていただきた

いと思いますので、石田さんからもう一度宜しくお願いいたします。	
 

＜石田＞	
 今も先生に仰っていただきましたように、前回さらに遡って前々回の審議会

の場でご議論いただいたところです。あとは所有者であります安福寺大崎様からの

同意書、手続き上の話で実は待っていたわけですけれど、この7月 19 日付で同意

書を頂戴しましたので、正式に今回の審議会で諮問させていただくこととなりまし

た。名称につきましては安福寺所蔵夾紵棺といたしております。員数は夾紵棺片1

点。柏原市玉手町7番 21 号、これは安福寺様の所在地です。年代としては古墳時

代。どういうものかということはすでに前回、前々回と細かく議論していただきま

して、昨年の今時分にこの歴史資料館の夏の企画展の展示でその夾紵棺を拝借いた

しまして、実際に展示し、先生方に見ていただいたところですが、概要を読み上げ

ますと、安福寺で所蔵されている夾紵棺は板状の破片で長さ94センチ、幅47.5セ

ンチ、厚さ3センチを測ります。端部の形状や破損状況から棺身の小口部分と考え

られるものであります。断面観察により、絹布に漆を塗布し、絹を貼るという工程

を繰り返していることがわかります。絹布は42枚を数え、表面に3枚の剥離が見

られることから 45 枚の絹布を重ねたものであることがわかります。国内における

他の例と比較しますと、棺になる物で絹を使用しているのは安福寺の物のみであり

まして、発見されている中では最高級の夾紵棺であると評価されております。本資

料が棺身小口の断片であるとしまして棺全体を推定復元した場合、叡福寺北古墳の

棺台に安置されるに適した大きさとなることから、聖徳太子の棺の可能性があるの

ではないかとの指摘があります。これは京都橘大学の猪熊先生がそういう高い評価

をなさっております。所有者は浄土宗安福寺の代表役員をなさっております大崎信

宥様。所有者の柏原市玉手町7番 21 号。先ほども申しました安福寺の所在地であ

ります。同意につきましては平成23年7月19日付けで頂戴しております。以上で

す。	
 

＜塚口＞	
 はい有難うございました。安村さん、何か補足すべき点がございましたら。	
 

＜安村＞	
 補足すべき点は別に無いんですけれど、皆さんのお手元にゴンドラNo.8と

いうのがあるかと思いますが、今日刷り上がってきたばっかりで。ここでも一番後



ろのページで夾紵棺を紹介させていただいてまして、こういう形で市民の方々に紹

介していきたいと思っております。それから叡福寺との関係ということで、叡福寺

の向かい側にある西方院というお寺の文書が安福寺にありまして、安福寺で写真を

撮りましてそれを読んでるところです。多少叡福寺との関係はそれらによって明ら

かにできるんではないかと思っております。新しい情報としましてはそれぐらいで

す。	
 

＜塚口＞	
 有難うございます。委員の先生方何かございませんでしょうか。何も無いよ

うですので、前回の結論通り、柏原市の指定文化財とするということでよろしいで

しょうか。有難うございます。それでは2番目の中家文書につきまして、事務局か

らもう一度確認の意味でお願いいたします。	
 

＜石田＞	
 これも前回の審議会で触れておりますけれども、詳細につきましては安村か

らご説明させていただきます。	
 

＜安村＞	
 中家文書はほぼ 1 年前に寄託という形でこちらですべてお預かりするとい

うことになりまして、それから仮目録を作って2月の前回の審議会でみなさんに見

ていただいたところでありますけれど、その後若干中さんから追加資料があるとい

うことでそれを加えて、目録も分類をしてすべて番号を付けて、1点ずつ数えまし

て900点あります。本日の資料にお付けしたら良かったんですけれど、打ち出して

も 30 数枚ありますんで岩城先生と綿貫先生には事前にメールで送らせていただん

ですけれど、今お回ししてますんでそのほかの先生方は目を通していただけたらと

思います。諮問の指定候補物件についてというところに沿いまして簡単に報告いた

します。名称は中家文書。この名称がいいかどうかというのも、中家文書でいいか

どうかというのも今日先生方にご審議いただけたらと思います。員数は900点。た

とえば包み紙ですね、包紙とか袋とかも1点と数えて900点あります。ですから目

録の番号は少ないんですけれども。810番までしかついてないんですけれども、そ

れぞれの文書に袋とか包紙とかが付いている場合があります。それを1点ずつ数え

て900点ということです。所在地については今現在ここの歴史資料館で保管させて

いただいております。この資料館にも小さいですけれど特別収蔵庫という防火防犯

の完全設備の部屋がありまして、そこに現在保管しております。概要としましては

大和川付け替え関係の文書。それからその後の中家に関わる文書が中心になります。

この中にはたとえば中甚兵衛の肖像画とか甚兵衛着用と伝わる陣羽織とかも入っ

てますので、厳密に言うと文書900点という表現がふさわしくはないんですけれど、

こちらの事務局の方針としては中家文書という形でそういう資料も含めてそうい

う名称、点数でいったらどうかなということで上げさせていただいております。こ

れについてもまたご審議いただけたらと思います。所有者は寄託ですんで中九兵衛

さん、中甚兵衛の十代目に当たります中九兵衛さんの所有のままです。これは現在



寄託を1年更新にしておりまして8月末までになっておりますので、8月末もしく

は9月初めぐらいに次年度以降の更新を続けさせていただくということで、これは

問題なく継続ということで中さんにもご了解いただいてます。同意につきましても

正式な同意書を先日いただきまして、指定に対する同意ですね、中さん本人からい

ただいております。現状としましてはそういうところでありまして、事前に岩城先

生、それから綿貫先生には目録をお送りしまして、岩城先生には今日は早く来てい

ただいて実物もいくつか見ていただきましたので、資料の評価と言いますか、先生

方でご審議いただけたらと思います。よろしくお願いします。	
 

＜塚口＞	
 はい有難うございます。岩城先生と綿貫先生には随分お世話になっておりま

して、今目録を見せていただいておりまして、すごいですね、びっくりしますね、

これを見たら。岩城先生、ご説明お願いできますでしょうか。	
 

＜岩城＞	
 私も今日現物は、目録になったものは拝見させていただきました。いくつか

特徴を申し上げますと、いわゆる一般的によく知られている近世文書と比較してな

んですが、冊子ものが非常に多いと思います。縦帳あるいは横帳になってるんです

が、普通ですともう少し一紙文書の数が多いんですが、それはおそらく中さんが引

っ越しされてるので、その間で何らかの形で行方がわからなくなったのかなという

感じがしますが、非常に冊子文書が多いということですね。しかしながら保存状態

がきわめて良好でして、これも一般的な近世文書と比較してですが虫食い等はあま

り無い。非常に良好な状態で、これは現在のご当主、それから先代のご当主がです

ね、非常に大切にですねこの文書を家の文書として伝承されていた継承されていた

ということがよくわかる文書で、中家のこの資料に対する愛着とか、これは大切な

ものだから伝えなければいけないという意志が非常に強く感じられる。非常に大切

に保存されてきたなというのがよくわかる。内容はよく知られていますように付け

替え関係、付け替えの時の訴願文書が非常に豊富にあります。今のところ他の文書

群、他家からこれほど付け替えに関わる資料が大量に残されているところはござい

ません、確認されていませんので、そういう点ではよく知られていることですが中

家文書は非常に貴重であると思われます。この付け替えに関わっては一紙文書の方

が圧倒的に多い。あとですねだいたい近世文書は 18 世紀ぐらいからたくさん残さ

れて、19 世紀になって増えるというのがだいたいどこの近世文書の特徴ですが、

中さんのところは18世紀から19世紀の半ばというか幕末までの文書はあることは

あるんですがそれほど多くなくて、多いのは付け替えの17世紀中頃から18世紀初

頭のものと、まとまって残っているのは幕末明治初年のものが非常に多いです。あ

と多いのは新田関係ですね。付け替えた後の新田関係の文書が多くて、これはなか

なか訴願文書と並んで貴重なものかなと。付け替えた後に新田がどういう風に経営

されていたのか、どういうふうに土地形態があったのかというのがわかる点で非常



に重要かなと思っております。それと私は全く知らなかったのですが、一部でもう

すでに知られていたようなんですが、河内鉄道という鉄道の敷設計画があったよう

でそれに関わる文書が若干ですが含まれているということと、それと今回、後で追

加されたものだと思われるのですが、中さんからこういうものがありますよとお持

ちいただいたもののようですが、大正年間に中甚兵衛さんの功績をたたえて贈位が

国からされるんですが、その時の関係文書が割と豊富にありまして、これは私は相

当貴重だなと思ってまして。最近特に近代の研究でこういう歴史的事象がどういう

ふうに近代社会で顕彰されたかというのが研究が盛んですんで、そういうものに関

わって大正期の文書、中さんのところで甚兵衛さんが顕彰されていく一つの契機が

わかるという点ではこの文書群が非常に貴重だなと。全体としまして訴訟文書付け

替えの時の関係文書はよく知られていますが、それ以外の文書も近世近代史を考え

る上では大変重要なもので文化財として指定するにふさわしい文書かなと思って

おります。最後に少し付け加えさせていただきますと、前回も申し上げましたが、

中さんの文書が今回こういう形で柏原市で寄託されるということなんですが非常

に喜ばしいことであると同時にですね、永年かけて博物館の方が中さんと信頼関係

を築かれたまさしく博物館の非常に重要な仕事が発展して、人間関係が成長してう

まくいって、信頼を得ることによって寄託していただくことになって、これによっ

て今後の保存に散逸しないという保存という点で一定の道筋が付いたという点で、

まさしく博物館の大変永年かけての重要な仕事であるという点でもいい案件かな

と思っております。指定に関わっては今申し上げたことなんですが、もしできれば

その他のところでも結構ですので、寄託していただいたあとの今後の活用について

こんな風に活用してはどうかという問題と、中家以外にもですね柏原には重要な近

世近代文書がございますので、それとも関わってその他のところでもしよろしけれ

ばお時間を頂戴してこういう風に活用したらどうでしょうかという意見をあとで

お話しさせていただければと思っております。長々となりましたが中家文書につい

ては以上です。	
 

＜塚口＞	
 有難うございます。綿貫先生、お願いできますでしょうか。	
 

＜綿貫＞	
 私は目録を送っていただいたものに目を通しているというようなだけで、お

役に立てていなくて申し訳なかったんですけれども。すごく丁寧に900点というこ

とで膨大な数なんですけれど、それをこの目録を見ていただければわかる通り、非

常に細かく丁寧に目録自体を作っていただいていて、非常にお忙しい中これだけの

ことをしていただいたことも、非常に丁寧なお仕事ぶりの一つとして私自身感じ入

っているところです。私自身は中世史の人間なので、近世の細かいことに関しては

あまりどうこうはないんですけど、地域の大和川のことであるとか新田開発に関し

てであるとか、とても重要な案件であると思いますし、これが寄託されるというこ



とで、目録だけではなくて今後どういう形で活用されるかということに関わると思

うんですけれど、資料900点もありますので、これをまた使っていろんなことが解

明されていくのに、非常にこの資料館や市にとって喜ばしいことだけではなくて、

近世近代史研究の上でも非常に重要な成果であると思っております。	
 

＜塚口＞	
 他の先生方いかがでしょうか。もしなにかございましたら。長谷先生いかが

でしょうか。橋寺先生いかがでしょうか。中家文書の名称はこれでよろしいでしょ

うか。岩城先生、一番ご専門ですんで。	
 

＜岩城＞	
 まず後半の部分から申し上げますと、陣羽織等も含まれてはいるんですがそ

れほど点数があるわけではございませんので、主流は文書ですので中家資料とする

よりも文書でもいいかなと考えております。前半の方ですね中家の前に何か付ける

かとかいう問題。皆さんのご意見を是非お伺いしたいんですが。たとえば同じ名前

でですね熊取町の熊取谷の中家文書がありまして、これは中世文書で非常に著名な

文書なんですが。あそこはたぶん熊取谷か何か先に付いてると思います。中さんと

いう名前自体がそんなに多い名前でもないですが、決して少なくない名前でもあっ

て、また大阪府内に他に中家という文書があるので付けた方がいいのかなと思うん

ですが、少し考えなければいけないのは、ここに中さんの文書が寄託されるのは私

はいろんな経緯も含めて、また一番付け替えの大きな部分ですからここの柏原に入

ることについては何も問題が無いと思うんですが、ただ文書自体は東大阪にもとも

と今米村の庄屋さんの文書なので、付けるとなると今米村庄屋中家文書とか今米村

中家文書とか付けるとなるとそれが柏原市の文化財とするにふさわしいのかとい

う問題が若干ありまして。無くてもいいかなと思いつつ、しかし他の文書と何かあ

ってもカッコを付けるとか考えてるんですが私の中ではなかなかいい案が無くて、

皆さんの方からご意見をお伺いできればなと思っている次第です。	
 

＜塚口＞	
 綿貫先生いかがなもんでしょうか。	
 

＜綿貫＞	
 岩城先生おっしゃるとおりで。ただ何か研究上で使うとかあるいは翻刻する

という場合には、文書名以外にもどこどこ所蔵とか寄託とかいう形で注書きされる

ことが多いかと思うので、それは中家文書のままでも誤解されることは無かろうと

は思います。	
 

＜塚口＞	
 ほか先生方いかがでしょうか。私どもはだいたい柏原におりますから中家文

書といえばこれしかないというイメージでとらえておりますけれども。いかがいた

しましょうか岩城先生。	
 

＜岩城＞	
 綿貫先生おっしゃいましたように、実際にはご所蔵者のお名前とか柏原市の

資料館寄託というのが出ますんで、そう考えますと中家文書でも十分通用しますし、

一般にそれで共通認識できると思いますんで、綿貫先生がおっしゃいますようにあ

えて付けなくてもいいかなと思います。中家文書でよろしいかと思います。	
 



＜塚口＞	
 それでは中家文書という名称で決めさせていただいてよろしいでしょうか。

次に員数ですけれども文書900点という言い方で、これはいかがでしょうか。	
 

＜岩城＞	
 これは枝番も合わすと約ですか。陣羽織等も含めて900点なんですね。	
 

＜安村＞	
 そうです。	
 

＜岩城＞	
 枝番も非常に目録を丁寧に取られていておそらくこれ以上増えることがな

いと思います。枝番もちゃんと付けておられるんで、点数は900点でいいと思いま

す。	
 

＜塚口＞	
 員数も文書900点ということでまいりたいと思います。これでよろしいでし

ょうか。ほか何かございませんでしょうか。事務局から何かこの中家文書につきま

して、もしございましたら。	
 

＜石田＞	
 特にありません。	
 

＜塚口＞	
 岩城先生が説明していただきましたように900点の膨大な中家文書、これは

すごいことやと思いますね。正直びっくりしました、私も。阪神淡路大震災の時も

随分文書等が失われてしまって、私も伊丹あたりにボランティアで随分と入った記

憶があるんですね。今回の東北の大地震の時もかなりの文化財が失われてしまって。

人命がもちろん優先だということですね。しかしいろんな文化財関係の方が随分と

東北に今も入っておられましていろんな活動をしておられます。大震災、この柏原

あたりも起こらないとも限らない。そういう時にせめてこういう貴重な資料という

のはまとめて指定しておいて後々も伝わるようにしなければならない。これはもう

私たちの責任ではないかと思います。それからこれは前回も前々回も出ておりまし

たけれども、中家と他所の文化財関係の機関あるいは資料館等々とうまくいかない

ところが随分とあったということをお聞きしておりますけれど、柏原の歴史資料館

では随分中さんのところと親密な関係になっていただいて、柏原市の歴史資料館で

保管することになったと。これも非常に博物館としての資料館としての大きな役割

を果たしていただいた。岩城先生が先ほど言われたとおりでございまして、非常に

重要なことではないかと思っております。何かございませんでしょうか。中家文書

を指定するということでご了解いただいたものと考えさせていただきます。それで

は私の方はこれだけですので議事のその他の方に入りたいと思います。答申はいか

がいたしましょうか、答申を先にいたしましょうか。	
 

（答申書読み上げ）平成23年 8月11日付け柏教委第381号で諮問のあった安福寺

所蔵夾紵棺の柏原市指定文化財への指定について、審議の結果、次のとおり答申い

たします。安福寺所蔵夾紵棺の柏原市指定文化財への指定については、原案どおり

指定することを適当と認めます。	
 

どうも有難うございました。中家の方は次回ですね。それでは議案1、2が終わりま

して、その他、これは事務局からお願いできますでしょうか。特に最初に言ってお



られました高井田廃寺、鳥坂寺跡。よろしくお願いいたします。	
 

＜石田＞	
 これも前回前々回からご説明を差し上げておりました鳥坂寺の国指定史跡に

向けましての経過ということで、担当しております桑野からご報告いたします。	
 

＜桑野＞	
 桑野でございます。今鳥坂寺の史跡指定と言うことでこれは何回かこの席上

でも、お話しさせていただいたんですけれど、一昨年ぐらいから継続的に調査して

まいりまして、皆様のお手元にも2、3ページぐらいの簡単なカラーの冊子をお配り

させていただいておりますけれど、そのような成果を発掘調査の中で上げることが

できまして、それをもちまして文化庁の方に意見具申という形になるということな

んですけれど文部科学大臣宛および文化庁長官宛に文書の日付でいきますと本年の

7 月 25 日付けということで意見具申の最終的な書類を提出させていただきました。

方向としては私どもでできる一番最後の仕事になるんですけれど、これをもちまし

て文化庁で審議会等を開いていただいて一番早ければ 11 月頃には答申が出るのか

なあというお話しなんですけれど、その辺ははっきりしておりません。答申が出た

後、今年度の最後の方でですね、官報告示されてそれをもって最終的に史跡指定に

なったと、史跡鳥坂寺跡になったということになる予定でございます。まだはっき

りはわからないんですけれど、おそらく大丈夫だろうと思っております。この中で

鳥坂寺の調査検討委員会、塚口先生も入っていただいておりますけれども、その中

でも名称をどうしようかというお話しが一番ございまして、普通ですねそれこそ奈

良県、大和の今でも存在しているような法灯を伝えているような大きなお寺の場合

でしたらば何々寺跡と指定されることが多いんですけれども、ほとんどはこういう

発掘調査等で出て参りますとその土地の名前を持ちまして、たとえばこの場合でし

たら高井田という場所ですんで高井田廃寺跡と史跡の名称が付けられることが多い

ようでございます。当初文化庁と何回か話をさせていただいたんですけれども、高

井田廃寺跡にするようにということでいろいろお話しはあったんですけれども、検

討委員会の方ででもこれは逆に言うと鳥坂寺という名前、文献にも続日本紀の中で

も出て参りますんで、鳥坂寺じゃないと意味がないということで検討委員会の方も

意見が一致していただきまして、これでなんとかお願いしたいということで文化庁

と強く掛け合いをさせていただきましたところ、それだけ言うなら仕方ないなと、

その鳥坂寺のいわれもきっちり説明もさせていただきましたし、発掘調査の報告書、

昨日完成いたしまして、今日みなさんのお手元に配られるかと思いますけれども、

この報告書の中でも数ページを使って何で高井田廃寺が鳥坂寺になるんだというこ

とを説明をきっちりさせていただきましたんで、この辺をもちまして文化庁も納得

していただきまして、史跡の名称として鳥坂寺としようということになった次第で

す。史跡の名称は繰り返して申しますけれども、とりさかでらと書きましてとさか

でらと読むということで鳥坂寺跡ということで史跡指定の名称が決まりました。ま



だ数ヶ月ございますけれども、史跡指定に関します以外にもですね、このあと鳥坂

寺の土地をどのように保存あるいは活用していくかということも考えなければいけ

ないということで、この 8 月ですね今月末に鳥坂寺の保存活用等基本構想を作成し

ようという委員会を、市民を中心にした委員会を立ち上げる予定でございます。市

民の方 8 名を公募いたしまして参加していただく。それと市内の大学ということで

大阪教育大学それから関西福祉科学大学から先生方おふたり参加していただいて、

都合10名ということで基本構想等策定委員会というのを立ち上げまして、1月前後

を目指してですね、どういうように保存活用をしていこうかという委員会を毎月 1

回進めて、方向性を作っていきたいと考えています。またこれに伴いまして12月4

日なんですけれども、シンポジウムですね、おそらくその頃は史跡指定が決まって

るんじゃないかと思うんですけども、それを祝してと言うわけでは無いんですけど

も、保存活用をこの後どうしていこうかということをより多くの方にこういう議論

をしてるということを知っていただくためにシンポジウムを市民会館で開こうかな

と考えております。これにつきましてもコーディネーターということで塚口先生に

もいろんな席でご足労ばかりおかけするんですけれどもこちらも塚口先生にまとめ

役ということでお願いしておりますので、これからもこの鳥坂寺につきましてはみ

なさんのご意見等もいろいろお聞きすることもあるかと思うんですけれども、その

都度よろしくご指導をお願いしたいと思います。以上でございます。	
 

＜塚口＞	
 はい有難うございました。先生方何かご質問等ございましたらこの機会に。

いかがでございますでしょうか。鳥坂寺跡の名称が文化庁から一応ほぼ正式に承認

をしていただけたと。柏原市にとりましては高井田廃寺跡とするか鳥坂寺跡とする

か、これは非常に大きな問題ですよね。鳥坂寺跡にほぼ決まってるわけですから、

書いたものも出てるわけで。よかったですね、本当に良かったと思います。高井田

廃寺跡でしたら、どこにあるのと。高井田なんて柏原やなくてもどこにでもあるよ

うな地名ですしね。鳥坂寺跡ときたら古代の河内六寺の一つやということで非常に

明確になってきますよね。良かったと思います。石田さん、次何かございましたら。	
 

＜石田＞	
 今年に入ってから長谷先生が安福寺様、先ほども夾紵棺を指定していただき

ましたが、安福寺さんに足を運んで、もう 10 回ぐらいですかね。向こうでお持ち

の軸物を一通り資料化して下さっておりました。そのことでご報告していただきま

したら。よろしいでしょうか。	
 

＜長谷＞	
 失礼いたします。今年の2月下旬からほぼ1箇月にわたりまして安福寺様が

持っておられる、蔵の中に様々な文書とか絵画等がありまして、10 数年前に浄土

宗総合研究所というところが調査をされてたんですけれども、どうやらそちらの成

果がフィードバックされておりませんでして、手許に何も残ってないということで。

絵画の修理をどうするかということでご相談を受けたのがきっかけでありまして、



10 回ほど 2 月 3 月に行きまして、ほぼ 200 点ぐらい、絵画だけではなくて文書ま

で含めまして200点ぐらい調査しております。その後、絵画が中心ですので目録を

現在作っております最中であります。おおむね資料は三つほどに絞られておりまし

て、一つは浄土宗に関わる文書あるいは絵画ですね。もう一つは珂憶というお坊さ

んが安福寺を創建された、その珂憶上人関係の記録なり肖像画なりが二つ目の軸に

なる。三つ目は安福寺さん自身のお寺に関わる文書と、この3点がだいたい主軸と

して。現在何とか目録を作成しておりますけれども、概ね重要と思われますのは珂

憶上人関係の作品かなと思います。	
 

＜塚口＞	
 いろいろ安福寺さんお持ちで、長谷先生におかれましては随分と時間をかけ

て本当に有難うございました。先生方、何か安福寺さんお持ちの特に軸物関係の件

につきましてご質問等ございましたら。長谷先生おしゃべりしていただいたついで

にですね、今年の3月の会で綿貫先生から青谷にある磨崖地蔵菩薩の立像の保存状

況についてのお尋ねが。これは先生ご覧になったことはおありでしょうか。	
 

＜長谷＞	
 ないです。	
 

＜塚口＞	
 綿貫先生は。	
 

＜綿貫＞	
 ないです。	
 

＜塚口＞	
 調べてみる必要がありますよね、これからね。どういうことになっているの

か。事務局の方、いかがですかね。青谷にある磨崖地蔵菩薩立像。	
 

＜石田＞	
 こちらから行きますと、高井田から府道を大和川沿いに上って行きまして、

青谷の集落の中に入る手前のところに安置されている地蔵さんなんですけども。た

だ野ざらしと言うことではなくて、立派なお堂の中に納められております。ですか

ら当然常に誰かが付いているわけではありませんので、従前から先生方にご心配い

ただいているような盗難の心配というのが、盗るやつはどないかして必ず盗ってい

きますんで。そんな小さなものではなくてそこそこ大きなものやったとは思うんで

すけども、盗っていくやつはどないかして盗っていく当然可能性はあると思います。

それだけではなくて、以前には桑野が資料館を担当しているときには、地蔵とか道

標等の所在調査をいろいろしましたんで、今一度整理するという点でも、青谷の先

生が仰ってる物件だけではなくて、他のものについてもできたら今一度それの確認

も含めて、たとえば保存状態であったりとか盗難に対する地元の目の光らせ方とか

そういうものを今一度確認する必要は当然あると思うんですけれども、まだそこま

では手は回ってないです。	
 

＜塚口＞	
 はいわかりました。野ざらしではないということで安心いたしておりますの

で、今後調査をよろしくお願いいたします。これも前回出ておりましたけれども、

観音寺さんの経机は今どんなふうになってるんでしょうかね。	
 

＜石田＞	
 状況とかどういうものであるとかは前回の審議会で安村が説明させていた



だいたと思うんですけども、特に変わったことはありませんで、観音寺さんで保管

はしていただいております。見学会の時なんかでお伺いしました時に見せて下さい

とお願いしましたら、普通に出していただけてみんなで拝見できるような状況では

あります。	
 

＜塚口＞	
 観音寺さんでちゃんと保管していただいてますからね、保存という点では大

丈夫だと思いますね。これだいたいいつ頃のものなのかというこの難しい問題です

ね。これ智識寺関係のものですからね、今後考えてみなければいけない文化財です

ね。その点安村さんいかがでしょうか。	
 

＜安村＞	
 私は文字はわかりません。以前は中世ぐらいではないかと仰る方がおられま

して、文字については知識寺という文字が書いてあるわけですけれども、それにつ

いては文字を見られた諸先生方は声をそろえて古代ではないと、中世ぐらいじゃな

いかと仰るんで。私自身はたぶん縁起が成立した頃ではないかなと、だから近世に

入るんじゃないかなと思ってますけれども。私も文字はわかりませんので、またそ

れも機会があれば確認も必要かと思います。	
 

＜塚口＞	
 知識寺中門天冠山観音寺経机。これは重要なものだと思いますんで、継続的

に調査等をやる必要があるんじゃないかと思います。あと旧玉手山公園の中にあり

ます音楽堂ですかね。これは今どういう状況になってますでしょうか。	
 

＜石田＞	
 特にそれについても。公園の中の施設ですからちゃんと管理されてまして、

特に撤去されたとかいうことではないです。当面そういう心配もないやろなと思い

ます。	
 

＜塚口＞	
 六角形のそれほど大きくないものですよね。旧玉手山遊園地は今どうなって

るんでしょうか。最近入ったことがありませんので。	
 

＜石田＞	
 平成10年、1998年5月に遊園地としては閉園しまして、それから後、ほと

んどのあそこの場所の持ち主が安福寺さんでして、それをまた市が拝借するという

ことで、通常遊園地に置いてあるような遊具類は撤去しまして、残ったところを市

の自然公園的なものとして今活用してます。市立の玉手山公園という名称で開放し

ております。開放と言いましても通常開園時間は設定しておりますし、休園日もあ

りますけれども。市の公園になってます。	
 

＜塚口＞	
 はい有難うございます。いろいろ気になるものがたくさんありましてね。他

に先生方、お気づきになっているようなものございませんでしょうか。	
 

＜岩城＞	
 先ほどの中家文書とも関わるんですが。その前に一度決まったことをもう一

度お諮りするのは恐縮なんですが。先ほどの中家文書の員数のところで文書900点

ということで私もいいんじゃないかと申し上げたんですが、文書と若干ではあるん

ですが陣羽織とか含まれているとすると、陣羽織自体も非常に貴重なものですので

たとえば文書などにしとくとか、等にしとくとかがいいかなと思うんですがいかが



でしょう。	
 

＜塚口＞	
 私もそういう印象ありまして、その方が私もいいと思います。指定候補物件

のところの中家文書の員数ですね。文書等という1文字を入れてよろしいでしょう

か。石田さんそこをよろしくお願いします。	
 

＜岩城＞	
 中家文書のところで申し上げたんですが、これが寄託されて指定物件になり

ますと活用ということも考えないといけないと思うんですが、柏原市が資料館が中

さんからこれだけ信頼を得ることになったのは、毎年丁寧に展示をされていたから

だと思うんですね。これからも続けて行かれると思うんですが。先ほど安村さんに

お伺いしましたらそういうご予定だということなんですが、できればですねこの資

料館のどこかに、来れば常に大和川の展示に関わることが何か展示がしてあって、

付け替えというものがどういうものであったのかというのがわかるコーナーがス

ペースの問題なんですが、それもあってそこに中さんの文書がいろんな形で常に公

開されてるというのが望ましいかなと。博物館の特色として高井田等の遺跡等があ

るんですが、この付け替え問題というのは大きな話になりますが、だいたい中学校

高等学校の教科書で江戸時代の記述のところで17世紀から18世紀初頭は日本列島

で大規模開発が行われたとほぼ確実にどの教科書も出てくるんですが、その代表的

な事例として本来大和川というのは出ててもおかしくない話なんです。ですから大

阪の地域学習としては著名なんですが、十分全国区になる話で、近世を代表する大

規模土木普請です。そういうことも今後どこまで発展するかわからないですが、そ

ういう可能性もあるということを踏まえて、やはりこの博物館がその大和川のこと

を知る拠点になるということで売り出していくというのも大変重要なことかと思

いますんで、そのためにはどこかに常設というか常に大和川のことがわかるコーナ

ーがあってはいかがかなというのが1点。もう1点なんですが、柏原という場所は

大和川もそうなんですが近世の研究にとっては実は非常に興味深いところで、です

があまりほとんど研究されてない。その理由は史料の所在がよくわかってない。三

田家はよく知られているんですが、実はそれ以外にも現在資料館で寺田さんという

柏原船の史料を整理されていますし、もう一つ国分の西尾さんというところの文書

も整理されてるそうで、ともにですね西尾さんが 8000 点ぐらいあるそうで、寺田

さんの方はまだ全貌がわからないそうなんですが、相当点数がいくだろうと思われ

る文書で、そう考えますと近世近代にとっての柏原というのは大変重要な研究地域

になりますし、また博物館としても近世近代のところの展示を充実させると、ここ

に人が、いろんな人が集まってくる場所になるんじゃないかと思うんで、そのため

には今回の中家の目録もですね非常に限られた人員の中でよくこれだけの目録を

短期間でお作りになったなあと非常に感心している次第でして、それをはるかに上

回る量の文書があることを考えると、できればこのご時世ですのでなかなか申し上



げにくいんですが、近世近代文書を整理していただく方を常時定期的に配置してい

ただけると大変ありがたいというか、これ中家文書の今後の活用にも関わってくる

と思うんですね。担当者が1人確実にいて、出納等できる方がおられるとですねさ

らに活用の道が開けてくると思いますので、なかなかこのご時世で大変だと思うん

ですが、文書整理をできる方をですね、１人でもとりあえずいいと思うんですが、

何らかの形で、嘱託でもよろしいかと思うんですが配置していただけるとですね非

常に有難いというか、是非お願いしたいと思ってる次第です。	
 

＜塚口＞	
 一つ要望が入りましたね。事務局の方から何か一言。	
 

＜安村＞	
 まず1点目の中家文書の活用のところですけども、例年大和川の付け替えは

秋の展示でやっておりまして、これは皆さんもよくご存知だと思うんですけれども、

今年ももちろんやります。それから常設でですね今年の1月からコーナーの一部を

作りまして、そこに中家文書を交替で3箇月毎でしたかそれくらいで今2回目か3

回目だと思うんですけども、展示するようにしてます。そこで岩城先生からご指摘

があったように、もう少し大和川の付け替えについてわかりやすくできるような工

夫というのは今後考えていきたいと思います。できるならばスペースをもう少し広

くしたい。今までも付け替えについての展示がないのかという問い合わせというか

苦情というかよくあったんですけれども、並べるものがなかったんですね。並べる

ものがないと資料館ではせいぜいパネルぐらいしか作れないので。パネルはもちろ

ん設置しておりますけれども。今回中さんの資料が入りましたんで、常設の方で並

べていますんでその展示の仕方、資料の保存状態というのもありますんで 2・3 箇

月ごとに交替ということで実物を並べていきたいと考えてます。それについては今

後より良くなるようにと考えてます。それから来年の春の展示で中家文書を展示し

ようと思っております。企画展でですね。中身をどうするか、展示スペースが限ら

れてましてそこに900点全部というわけにはいきませんので、どういう形にするか

はこれから考えたいと思うんですけども。たとえば中甚兵衛と中家文書とか、中甚

兵衛関係にしぼるかもわからないですし。ただ先ほども岩城先生も仰っていただい

たように、これからたとえば新田の展示をするといってもすごくいい資料がありま

すし、いずれまたやろうと思ってるんですけれど交通とか鉄道とかいう展示でも河

内鉄道という資料があったり、いろんな展示の仕方ができるかなと思っています。

文書については今年度中に文書目録は作ります。今見ていただきましたものをもと

にですね翻刻だとか写真をいくつかつけて文書目録は作りたいと思ってます。春の

展示に間に合わせることができるか、これはおもに予算、それから私の能力にも関

わってくるんですけども、できれば予算的に余裕があれば春の展示に合わせてカラ

ーの写真を入れたですね大和川付け替え関係だけになるかもわからないですけれ

ど、中さんのところの図録というかパンフレットのようなものは作りたいなと思い



ます。目録は一般の人が見てもわかりませんので、これは専門の方に利用していた

だくために作ってですね、それとは分けてカラー写真を入れてパンフレットのよう

なものをできれば作りたいと思っています。ただ今も岩城さんから仰っていただい

て、私も専門が考古学なもんで近世をここまでやるにはなかなか大変なことで、こ

れからまだ目録を作って展示をしたりその準備もありますのでなかなかむずかし

いところもありますんで、できる限り工夫していきたいと思います。誰か職員をと

いう話はしかるべき人に。	
 

＜岡本＞	
 申し訳ないです。非常に人の問題というのはなかなか難しい問題ですんで。

先ほど言われたようにですね、嘱託等々ということも含めて前向きに一度検討して

みたいなと思います。職員ということになるとなかなかこれは一挙にいきませんの

で。ただやはりこれからの文化財行政をどうしていくかと考えるとですね、やはり

毎年ということにはなりませんけども、やはり職員の高年齢化もございますんで若

い方々を採用して育てていくということも私ども考えていかなければならないと

考えておりますんで。一挙には行きませんけども、まずはアルバイト嘱託という形

で一つは考えながら、最終的には職員ということも、これは予算等々の問題もござ

いますんでそういったことも含めて考えていきたいと思います。	
 

＜塚口＞	
 はい有難うございました。これで柏原市は古墳時代、奈良時代の特に河内六

寺の問題。それから大和川、近世近代の大和川。それからぶどうですよね、近現代

のぶどうと4つぐらい大きな目玉ができた。特に近世近代の大和川関係で充実でき

るというのは非常にいいですね。なんせ大和川は柏原だけの問題ではありませんの

でね。大阪全体の問題でもあるし。これは是非、市におかれましても今4つほど上

げましたけれども、これをいかに柏原市としてこの文化財を有効に使っていくかと

いう、これは別の機関、別の委員会等で十分お考えいただいてですね、有効に活用

せんといかんと思います。ひとつよろしくお願いいたします。何か先生方ございま

せんでしょうか。事務局、何かございませんでしょうか。	
 

＜石田＞	
 事務局からはもう特にございません。	
 

＜塚口＞	
 私の司会はこれで一応終わらせていただきますんで、マイクをそちらにお返

しいたします。	
 

＜石田＞	
 塚口先生、有難うございました。永年と言いますか、しばらく手続き上滞っ

ておりました安福寺の夾紵棺についての答申を今日頂戴いたしまして、後日教育委

員会の会議に報告しました後、正式に告示させていただきます。長らくお待たせい

たしました。	
 

＜塚口＞	
 最後に文化財審議委員としての要望でなくて、安福寺さんの夾紵棺、夾紵棺

片ですよね、これをもっと広報してほしいんですよ。こんだけ有名なものをね。何

かそういう手段は無いんでしょうかね。	
 



＜石田＞	
 滞ってましたのは、実は安福寺さんが指定云々はええけども、その後公開と

か保管することのご心配をなさっておりました。といいますのもここの審議会でも

話題になってましたが、あちこちで盗難の問題が結構あると。そうなったら私のも

のであってお寺のものは私のものではないと。ですから管理の難しさを非常にご心

配してなさっておられました。今回夾紵棺を指定するに当たっても、条例なり文化

財保護法の中でも文化財については公開しなければならないという文言がついて

くると。それについて過大に評価されて、人が見に来たら必ずそれは見せやなあか

んもんやとそういう理解をなさってます。その辺の誤解を長谷先生とともにお伺い

したときに何度もその辺はご説明さしあげて、ようやくある程度理解していただい

たんで、夾紵棺については指定は同意させていただきますということでようやく今

回のように至ったわけでして。実際私がお話しに上がっても、もしそのへんで指定

されて管理とか公開や保管についてご心配であれば資料館に預けるというのも一

つの手ですと。できるだけそういうご負担がないようにご心配がいかないように私

どもはできるだけバックアップさせていただきますのでその辺はご安心してまず

夾紵棺について指定の同意を下さい、とこういう説明を常にさせていただいており

ました。ですから今回指定になったことで、安福寺さんもご住職も心配の種が増え

るかなとお気持ちの中でおありやと思うんですけれど、指定となればいろんな方法

が採れますんで、そこらは安心していただけるような展開になるんではないかなと

思っております。ですから仰るように公開とかいうことについても、これから当然

所有者である大崎さんとのご相談にはなるんですけども、ご心配ないように場合に

よったら保管はうちでということも当然考えておりますんで、そうなりましたら常

時ということにならないにしても期間を区切って、この資料館でたくさんの人にご

覧いただけるような方策もとりやすくなったと考えております。	
 

＜塚口＞	
 今の問題と関連しまして、法隆寺さんとか四天王寺さんあたりを中心に毎年

随分いろんな講座とか講演を開かれているんですね。何百人と集まっておられます

ね。私もたまに法隆寺さんでお話しさせていただいたりしてますけどね。こういう

夾紵棺をね、こういうものがあるということもご存知ない方が非常に多いんですよ

ね。プロの人は皆ご存知ですよ。なんとかこれ、柏原市にはそういう聖徳太子と縁

があるかもしれないこんなすごいものがあるということを、審議会以外での柏原市

の別の機関でですね広報していただいた方がいいんじゃないかと思いますね。個人

的な要望を申し上げてよろしいでしょうか。	
 

＜石田＞	
 塚口先生も岩城先生も仰ってましたように、まだまだ安福寺さんの夾紵棺に

限らず、いろんなものがたくさんこの柏原にありますんで、これから指定も増やし

ていきたいとは思ってますんで。	
 

＜塚口＞	
 どうも失礼いたしました。	
 



＜石田＞	
 どうも有難うございました。それでは今日の会議につきましてはこれで終了

することといたしまして、第2回の審議会ですね。またたぶんこれから半年後、今

度はまた寒い時期になると思います。その時には今回諮問させていただきました中

家文書の答申を頂戴することになると思います。どうぞよろしくお願いいたします。

会議そのものはこれで終了しますが、今この資料館の企画展示室でお手元に資料を

ご用意しておりますが赤馬伝説という企画展を開催しております。よろしければ担

当の安村が列品解説とまではいきませんけどもご案内させていただきますのでご

覧になって下さい。それでは今日はどうも有難うございました。	
 

開会（午後4時20分）	
 

	
 

以上	
 


